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川
を
汚
す
原
因
の
６
割
か
ら
７
割
は
、

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
中
、
南
町
の
あ
さ
ひ
公
園
付
近

で
は
、
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
定
期
的
な
鯉

の
放
流
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
カ
ル
ガ
モ
親
子
が
誕
生
し
、

列
を
な
し
て
泳
ぐ
、
微
笑
ま
し
い
姿
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
果
発
表
の
な
か
で
は
、
川
の
水
を
汚

す
原
因
と
し
て
、
ご
み
の
投
げ
捨
て
や
家

庭
排
水
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
の
川
に
す
る
た
め

に
、
こ
の
こ
と
を
友
だ
ち
や
家
族
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

石
川
小
学
校
科
学
部
（　

人
）
で
は
、
平

２４

成
２
年
度
か
ら
、
水
生
生
物
に
よ
る
河
川
の

水
質
調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
夏
休
み
の
期
間
中
、
今
出
川
・
北

須
川
の
指
定
ポ
イ
ン
ト
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

上
流
域
で
は
、
カ
ワ
ゲ
ラ
、
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ

ロ
ウ
な
ど
、
き
れ
い
な
川
に
す
む
虫
が
多
い

反
面
、
石
川
小
前
の
住
宅
が
密
集
す
る
下
流

域
で
は
、
ヒ
ル
な
ど
、
汚
れ
た
川
に
す
む
虫

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
川

き
れ
い
で
す
か
？

カ
ル
ガ
モ
親
子
も
誕
生

コ
イ
の
里
づ
く
り

石川小科学部部長

添田　豊さん



3広報いしかわ　９月号

家
庭
用
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の 

回
収
リ
サ
イ
ク
ル
が
変
わ
り
ま
す 

ＰＣリサイクルは１人ひとりのチカラから　使用済みパソコンを回収・再資源化するためには、費用がかかります。消
費者のみなさんに負担いただく回収再資源化料金は、循環型社会を目指すために活用されます。また、メーカーでは、
再資源化とともに、環境負荷の少ない製品の開発を進めています。みなさんのご協力をよろしくお願いします。 

　
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
情
報
は
、こ
ち
ら
に
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

h
ttp
://w

w
w
.p
c
3
r.jp

2003年 
10月から 
2003年 
10月から 

パソコン 
ユーザー 

メーカーのリサイクル 
受付 

メーカーの再資源化 
センター 

郵便局 

1
パ
ソ
コ
ン
が
不
要
に
な
っ
た
ら
、 

メ
ー
カ
ー
に
回
収
を 

申
し
込
み
ま
す
。 

4
集
め
た
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を 

メ
ー
カ
ー
に
配
送
し
ま
す
。 

5
消
費
者
が
大
切
に
し
て
い
た 

パ
ソ
コ
ン
を
、き
ち
ん
と 

再
資
源
化
し
ま
す
。 

2
消
費
者
の
最
寄
り
の 

郵
便
局
に
回
収
を 

指
示
し
ま
す
。 

3
消
費
者
が
、集
荷
希
望
の
場
合
は 

戸
口
回
収
に
伺
い
、持
ち
込
み
希
望 

の
場
合
は
最
寄
り
の
※

郵
便
局
で 

受
け
付
け
ま
す
。 

※
簡
易
郵
便
局
を
除
く 

回収申込 

回収申込 

お持ち込み 

回収指示 

配送 

�　PAリサイクル開始後、購入した場合 
　　→回収申込 

�　PCリサイクル開始前、購入した場合 
　　→回収申込＋※費用支払い 
※メーカー指定の方法で費用の支払いをお願いします。 

ボクも
ちゃんと
リサイクル
してね

　

平
成　

年　

月
か
ら
「
資
源
有
効
利

１５

１０

用
促
進
法
」
に
も
と
づ
き
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
�
Ｐ
Ｃ
リ
サ

イ
ク
ル
�
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
消
費
者
と
メ
ー
カ
ー
が
協

力
し
な
が
ら
、
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を

再
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物

の
削
減
と
資
源
の
有
効
利
用
の
促
進

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
�
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
�
が
ス
タ

ー
ト
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�町内の電気店に回収されている
　パソコンやディスプレイなど。
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な
ぜ

パ
ソ
コ
ン
も
リ
サ
イ
ク
ル
が

必
要
な
ん
だ
ろ
う
？

　

今
ま
で
は
、
家
庭
で
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
は
全
国
の
自
治

体
が
処
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
廃
棄
物
を
減
ら
し
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
回
収
・
再
資
源
化

の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
き
ち
ん

と
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
す
る
と
、
鉄
、
銅
、
ア
ル
ミ
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
金
、
銀
、
コ
バ
ル
ト
の
希
少
金
属
ま

で
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
ま
す
。

　

環
境
と
調
和
し
た
ク
リ
ー
ン
な
Ｉ
Ｔ
時
代
へ
…
。
パ
ソ
コ
ン

の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
私
た
ち
の
次
の
世
代
に
健
全
な
環
境
を
残

す
た
め
に
、
い
ま
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
の
で

す
。 き

ち
ん
と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
、

使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
は

「
資
源
」に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　私たちの生活の中に、すっかり
とけ込んできたパソコン。しかし、
かけがえのない地球環境のため、
そして、限られた資源を有効に再
利用するために、家庭で使い終わ
ったパソコン・再資源化を真剣に
考える必要があります。

循環社
会のために

不要に
なったパソコンは

再資源
化しましょう

循環社
会のために

不要に
なったパソコンは

再資源
化しましょう

ダ
ス
ト 

ダ
ス
ト 

ダ
ス
ト 

デスクトップ型パソコン 

ケーブル 筐体（鉄） 筐体 
（プラスチック） 

プラスチック ユニット 
（HDD、電源等） 

プリント配線板 シャーシ等 
解体残り 

破砕 破砕 破砕 

シャーシ等 
解体残り 

フロントパネル、 
マウス、キーボード 

固形燃料 固形燃料 プラスチック 鉄・アルミ等 銅・鉄等 ガラス 鉄 銅・アルミ等 希少金属 
（金・銀・コバルト） 

CRTディスプレイ 

パ
ソ
コ
ン
の
再
資
源
化
例
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サービス サービス 
　介護保険では、介護が必要になっても、その人らしく、住み慣れた地域・自
宅で自立した生活が送れるよう、いろいろなサービスが用意されています。
　サービスは、家庭などで利用する「居宅サービス」と、施設に入所して
利用する「施設サービス」があります。介護支援専門員（ケアマネージャ
ー）などと相談しながら自分にあったサービスを選ぶことができます。

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
自
分
で
希
望
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
を
訪
問
し
、

食
事
、
入
浴
、
排
泄
な
ど
の
介
助
を
行
う

身
体
介
護
と
、
炊
事
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど

の
生
活
援
助
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
入
浴
や
ト
イ
レ
に
い
く
の
に
手
を
貸
し
て
ほ

し
い
。

●
洗
濯
や
掃
除
な
ど
の
家
事
が
十
分
で
き
な
い
。

訪
問
入
浴
介
護

　

移
動
入
浴
車
な
ど
が
浴
槽
と
お
湯
を
持

っ
て
訪
問
し
、
入
浴
の
介
助
を
行
う
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
寝
た
き
り
な
ど
で
ひ
と
り
で
入
浴
で
き
な
い
。

●
家
庭
の
お
風
呂
で
は
入
浴
が
難
し
い
。

訪
問
介
護

　

看
護
士
が
訪
問
し
、
療
養
の
世
話
、
診

療
の
補
助
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
定
期
的
に
病
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。

●
経
管
栄
養
や
点
滴
の
管
理
を
し
て
ほ
し
い
。

介
護
や
機
能
回
復

訓
練
が
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う

の
？

●
家
族
が
病
気
、
旅

行
な
ど
で
介
護
が
で

き
な
い
。

●
あ
る
期
間
家
族
の

介
護
の
手
を
休
め
た
い
。

福
祉
用
具
の
貸
与

　

高
齢
者
に
車
い
す
や
ベ
ッ
ド
な
ど
の
日

常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
用
具
を
貸
し
出

す
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
時
使
う
の
？

●
日
常
動
作
を
助
け
て
く
れ
る
用
具
が
必
要
だ
。

●
高
額
な
福
祉
用
具
を
安
く
利
用
し
た
い
。

福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

　

年
間　

万
円
を
上
限
に
、
日
常
生
活
の

１０

自
立
を
助
け
る
用
具
（
貸
与
に
な
じ
ま
な

い
も
の
）
の
購
入
費
を
支
給
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
入
浴
や
ト
イ
レ
で
使
う
用
具
が
ほ
し
い
。

●
高
額
な
福
祉
用
具
を
安
く
購
入
し
た
い
。

住
宅
改
修
費
の
支
給

　
　

万
円
を
上
限
に
、
高
齢
者
が
住
む
住

２０
居
の
段
差
を
解
消
し
た
り
、
廊
下
や
階
段

に
手
す
り
を
つ
け
る
と
い
っ
た
住
宅
改
修

に
対
し
て
そ
の
改
修
費
用
を
支
給
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
ト
イ
レ
や
お
風
呂
を
使
い
や
す
く
し
た
い
。

●
玄
関
や
廊
下
を
安
全
に
通
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

主
治
医
の
指
示
に
も
と
づ
き
、
リ
ハ
ビ

リ
の
専
門
家
が
訪
問
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
退
院
し
て
か
ら
も
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け

た
い
。

●
心
身
機
能
の
維
持
や
回
復
を
図
り
た
い
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
他

の
利
用
者
と
一
緒
に
、
食
事
・
入
浴
な
ど

の
介
護
や
機
能
回
復
訓
練
を
日
帰
り
で
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
外
出
し
て
人
と
の
交
流
を
持
ち
た
い
。

●
家
族
の
介
護
の
手
を
休
め
た
い
。

●
機
能
回
復
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
ほ

し
い
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）　
　
　
　
　

　

介
護
保
険
施
設
や
病
院
・
診
療
所
で
、

主
治
医
の
指
示
に
も
と
づ
き
、
日
帰
り
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

ど
ん
な
と
き
使
う
の
？

●
家
庭
の
介
護
の
手
を
休
め
た
い
。

●
心
身
機
能
の
維
持
や
回
復
を
図
り
た
い
。

短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
短
期
間

入
所
し
て
、
食
事
、
入
浴
、
排
泄
な
ど
の
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石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
パート⑤

　

家
電
製
品
の
平
均
的
な
省
エ
ネ
効
率
は
、

概
ね　

％
前
後
で
達
成
さ
れ
て
お
り
、
冷

３０

蔵
庫
で　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
電
製

２０

品
の
買
い
換
え
は
各
家
庭
の
事
情
に
よ
っ

て
こ
と
な
る
た
め
、
省
エ
ネ
可
能
性
量
を

　

％
と
想
定
し
て
、
家
電
製
品
買
い
換
え

２０に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
可
能
性
量
を
試
算

し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ー
や
低
燃
費
車
に
買

い
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
期
待
で
き
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
動
車
の
燃
費
は
、
石
川
町
の
自
動
車

の
平
均
燃
費
と
比
較
し
て　

％
の
削
減
が

５０

で
き
ま
す
。
ま
た
、
リ
ッ
タ
ー
カ
ー
や
軽

自
動
車
な
ど
の
低
燃
費
車
の
燃
費
を　

㎞
１８

／
㍑
と
想
定
す
る
と
、　

・
４
％
の
削
減

１９

が
で
き
ま
す
。
今
後
、
自
動
車
の
買
い
替

え
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ー
や
低
燃
費

車
が
普
及
す
る
も
の
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
可
能
性
量
の
試
算
を
し
ま
し
た
。
家

庭
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
自
動
車
の
省

エ
ネ
の
取
組
み
に
つ
い
て
概
ね　

％
以
上

７０

の
人
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
全

体
で　

％
の
人
が
効
率
の
よ
い
自
動
車
に

７０

買
い
換
え
て
い
く
も
の
と
し
、
そ
の
中
で

５
％
の
人
が
省
エ
ネ
カ
ー
に
買
い
換
え
て

い
く
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
用
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
可
能
性
量
に

つ
い
て
は
、
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
ま
だ
十
分
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り

組
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
伺
え
る
こ
と
か

ら
、
家
庭
全
体
の
削
減
率
と
同
じ
７
・
５

％
の
削
減
率
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
隙
間
や
開
口
部
か
ら
は
、
約　
３０

％
の
熱
損
失
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
断
熱
や

機
密
性
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省
エ

　

石
川
町
で
は
、
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
調
査
・
研
究

に
基
づ
い
て
、　

年
間
で　

％
の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と

１０

１５

す
る
目
標
を
立
て
た
「
石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
号
で
は
、
目
的
別
に
わ
け
た
地
区
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
実
態
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
す

べ
て
の
家
庭
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ
場
合
の
試
算
と
効
果
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す

ネ
ル
ギ
ー
が
期
待
で
き
ま
す
。
断
熱
対
策

に
よ
り　

％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
節
約
で
き

１０

る
も
の
と
し
て
、
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

可
能
性
量
を
試
算
し
ま
し
た
。
家
庭
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
約　

％
の
世
帯
で
今
後
建
替

１０

え
や
増
築
の
予
定
が
あ
る
と
回
答
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、　

％
の
家
庭
が
今
後
断
熱

１０

対
策
を
行
う
も
の
と
し
て
試
算
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
用
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
可
能
性
量
に

つ
い
て
は
、
小
規
模
な
農
家
が
多
い
た
め

大
幅
な
設
備
改
善
な
ど
効
率
的
な
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
普
及
啓
発
な
ど
の
施

策
に
よ
り
徐
々
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
進
ん

で
い
く
も
の
と
し
て
、
削
減
率
を
５
％
と

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
で
は
、
率
先
的
な
行
動
を
示

す
上
か
ら
も
、
家
庭
・
事
業
者
よ
り
も
高

い　

％
と
い
う
削
減
率
を
設
定
し
て
い
ま

１０
す
。

　

森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
の
増
加
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
天
然
林
を
人
工
林
に

変
換
し
、
管
理
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
既
存
天
然
林
の
管

理
化
増
加
目
標
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地

場
産
木
材
の
普
及
活
動
な
ど
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
で　

％
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

１０

　

石
川
町
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
可
能
性
量
と

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
を
次
に
示
し
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
で　

・
３
％
の
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２
で　

・

１１

１２

３
％
削
減
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
吸
収
の
増
加
分
を
含
め
る
と
、
Ｃ
Ｏ

２
は　

・
１
％
削
減
で
き
る
結
果
と
な
り

１４

ま
し
た
。

に
よ
る
省
エ
ネ

家
電
製
品
買
い
換
え

に
よ
る
省
エ
ネ

自
動
車
の
買
い
換
え

業
務
用
・
工
業
用
の
省
エ
ネ

住
宅
断
熱
対
策
に
よ
る
省
エ
ネ

農
業
用
の
省
エ
ネ

公
共
施
設
の
省
エ
ネ

森
林
吸
収
量
の
増
加
量

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果

省
エ
ネ
可
能
性
量
と

�
�
�

�

�
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最
終
回

最
終
回

最
終
回

糖

尿

病

糖

尿

病

糖

尿

病

　

糖
尿
病
患
者
は
、
生
活
習
慣
や
社
会
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
急
速
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
自
覚
症
状
も
な
く
進
行
す
る
の
で
、

放
置
し
て
お
く
と
、
数
々
の
合
併
症
が
出

て
か
ら
気
づ
く
と
い
う
や
っ
か
い
な
病
気

で
す
。

　

国
の
「
保
健
事
業
第
４
次
計
画
」
で
は
、

糖
尿
病
の
発
症
予
防
の
た
め
に
要
注
意
者

の
グ
ル
ー
プ
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
と
し

●
発
症
予
防
の
推
進

　

広
報
な
ど
を
利
用
し
て
、
糖
尿
病
発
症

予
防
の
た
め
の
知
識
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

●
早
期
発
見
・
合
併
症
予
防
の
推
進

　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
異
常
の
有
無

を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
、
健
診
結
果
で

要
注
意
・
要
医
療
者
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
保
健
指
導
を
実
施
し
、
経
過
を
見
て
い

き
ま
す
。

　

適
正
受
診
が
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
機

関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で

２１

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
号
で
は
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
に

あ
る
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
発
生

の
要
因
と
発
生
予
防
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
生
活
習
慣
と
社
会
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る

糖
尿
病
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

糖
尿
病
の

発
症
予
防
等
を
推
進

●平成１３年度基本健康診査より

うち
糖尿病

要医療
(人 )

うち
糖尿病

要指導
(人 )

異常認めず
( 人 )

受診数
( 人 )

項　

目

８８
（８.９％）

６０２９
（０.９％）

２７３１１１９８６
男　

性

１０９
（６.８％）

９０４１４
（０.７％）

４６８２２８１,６００
女　

性

１９７
（７.６％）

１,５０６２３
（０.９％）

７４１３３９２,５８６計

て
い
ま
す
。

　

石
川
町
で
も
、
基
本
健
診
の
結
果
、
要

医
療
で
糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
人
の
割
合

が
少
し
ず
つ
で
す
が
、
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
の
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過

ぎ
、
脂
肪
の
過
剰
摂
取
な
ど
、
発
症
予
防

の
た
め
に
必
要
な
健
康
に
対
す
る
知
識
を

提
供
す
る
こ
と
。
適
正
体
重
を
維
持
し
、

運
動
な
ど
身
体
活
動
の
増
加
を
図
り
、
生

活
習
慣
病
に
よ
る
危
険
因
子
を
取
り
除
い

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若
い
う
ち
か
ら

気
を
つ
け
て
�
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８
月　

日
、
当
町
の
塩
釜
神
社
で
例
大
祭
に
合

１０

わ
せ
た
、
子
ど
も
す
も
う
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
文
化
幼
稚
園
の
園
児
１
２
０
人
、
第
二
保

育
所
の
園
児　

人
が
参
加
。

２０

　

境
内
の
土
俵
で
は
、
同
幼
稚
園
の
掛
田
清
皖
園

長
な
ど
が
行
事
を
務
め
、
同
幼
稚
園
と
同
保
育
所

の
対
戦
形
式
で
、「
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ　

ノ
コ
ッ
タ
」

の
合
図
と
と
も
に
、
園
児
た
ち
は
砂
の
土
俵
で
ハ

ッ
ス
ル
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

土
俵
の
周
り
で
は
、
多
く
の
園
児
や
保
護
者
が

声
援
を
送
り
、
石
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
子

ど
も
た
ち
に
お
菓
子
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　

７
月　

日
、
塩
ノ
平
の
国
道
１
１
８
号
線
沿
い

１７

で
、
テ
ン
ト
村
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
と

し
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ド
着
用

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
た
も
の
で
、
交
通
安
全
団
体

な
ど
か
ら
約　

人
が
参
加
。

５０

　

道
路
わ
き
に
通
行
車
両
を
誘
導
し
て
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
や
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
啓
発
チ
ラ
シ
や
風
船
な
ど
を
手
渡
し
て

い
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て

塩
ノ
平
で�
テ
ン
ト
村
作
戦
�

　

７
月　

日
、
猫
啼
温
泉
「
井
筒
屋
」
で
、
桜
が

１６

丘
学
園
理
事
長
・
太
田
緑
子
さ
ん
（
郡
山
市
）
の

米
寿
を
祝
い
感
謝
す
る
夕
べ
が
、
約
１
６
０
人
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　

年
の
歴
史
の
あ
る
同
園
の
理
事
を　

年
の

４５

１５

後
、
理
事
長
を　

年
続
け
て
お
り
、
実
行
委
員
長

２６

の
会
田
長
栄
同
園
常
務
理
事
が
「
聖
母
マ
リ
ア
さ

ま
の
よ
う
な
人
」、
役
員
代
表
の
西
牧
立
博
町
長

は
「
学
園
に
と
っ
て
大
恩
人
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

利
用
者
、
家
族
、
職
員
ら
か
ら
多
く
の
花
束
、

記
念
品
を
贈
ら
れ
、
全
員
で
「
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う
」
を
合
唱
し
て
祝
福
し
あ
い
ま
し
た
。

塩
釜
神
社
で

子
ど
も
た
ち
が�
す
も
う
�大
会

太
田
緑
子
さ
ん
の
米
寿
を

祝
い
感
謝
す
る
夕
べ
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８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
、
天
栄
村
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
、
英
国
文
化
体
験
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

町
内
８
つ
の
小
学
校
の
５
・
６
年
生
か
ら　

人
６０

が
参
加
す
る
人
気
ぶ
り
。

　

こ
の
施
設
は
、
英
国
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
い
、

中
に
入
れ
ば
英
語
だ
け
、
と
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
緊

張
気
味
の
子
ど
も
た
ち
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、　

の
グ
ル
ー
プ
に
分

１０

か
れ
て
の
レ
ッ
ス
ン
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
交
流
が
深
め
ら
れ
、

他
校
の
子
ど
も
た
ち
と
も
仲
良
く
な
っ
た
よ
う

で
す
。

子
ど
も
た
ち　

人
が

６０

�
英
国
の
文
化
を
体
験
�

　

８
月
９
日
、
き
ら
ら
夏
ま
つ
り
は
、
台
風　

号
１０

の
接
近
に
よ
り
新
町
か
ら
荒
町
通
り
で
開
催
す

る
予
定
だ
っ
た
全
日
程
を
、
共
同
福
祉
施
設
周
辺

に
会
場
を
移
し
開
か
れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
、
時
折
の
強

風
に
も
、
石
川
小
前
河
川
敷
で
は
、
阿
武
隈
漁
業

組
合
石
川
支
部
に
よ
る
マ
ス
つ
か
み
大
会
。

　

室
内
で
は
商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
に
よ
る
焼

き
鳥
、
射
的
に
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
、
ピ
エ
ロ
、
浅
草

サ
ン
バ
、
大
道
芸
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ

い
に
観
衆
が
つ
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
〜
８
月
に
か
け
て
、　

の
町
立
保
育
所
、

１２

私
立
幼
稚
園
な
ど
で
縁
日
・
花
火
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
野
木
沢
保
育
所
で
は
先
生
や
保
護

２４

者
の
み
な
さ
ん
ら
が
、
思
考
を
凝
ら
し
た
手
づ
く

り
の
ゲ
ー
ム
、
焼
そ
ば
な
ど
の
縁
日
を
楽
し
ん
だ

後
、
待
ち
に
ま
っ
た
花
火
大
会
。

　

打
ち
上
げ
花
火
や
手
持
ち
花
火
に
火
が
と
も

さ
れ
る
と
、「
お
ー
」
と
歓
声
を
あ
げ
た
り
、「
き

れ
い
だ
ね
」
と
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
、
真
夏
の

ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
手
づ
く
り
の

�
縁
日
・
花
火
大
会
�を
楽
し
む

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

台
風　

号
の
影
響
で

１０

県
警
音
楽
隊
な
ど
室
内
で
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
７

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年　

月
に
結

２５

１１

婚
。
稲
作
、
葉
タ
バ
コ
、
麦
な
ど

の
農
業
一
筋
、
な
ん
で
も
手
作
業
、
馬

や
牛
の
力
を
借
り
て
い
た
時
代
を
思
い

出
し
ま
す
。
地
域
で
初
め
て
耕
運
機
を

購
入
し
た
時
は
、
馬
力
が
な
く
坂
道
を

押
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

タ
バ
コ
や
和
牛
な
ど
の
品
評
会
で
、
各

賞
を
も
ら
っ
た
の
も
良
い
思
い
出
で
す
。

健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
が
一
番
の
幸
せ

で
す
。お

二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

豊
治
さ
ん　

牛
の
世
話
や
庭
木
の

手
入
れ
で
す
。

ヱ
イ
さ
ん　

野
菜
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

温
泉
が
あ
る
と
こ
ろ
や
今
出
川
沿

い
の
桜
並
木
が
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

山
間
地
域
の
道
路
の
整
備
で
す
。

職
業
▽
町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
勤

め
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

バ
ン
ド
や
い
ろ
ん
な
人
々
と
触
れ
合

え
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

自
分
の
仲
間
た
ち
と
店
を
開
き
た
い

で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

夢
を
持
て
る
よ
う
な
、
明
る
く
、
楽

し
く
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
望
み

ま
す
。最

後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

明
る
く
元
気
で
、
自
分
を
持
っ
て
い

る
人
。

次
回
は
、
小
林
さ
ん
の
紹
介
で
、

遠
藤　

美
智
子
さ
ん
で
す
。

酒
井　

豊
治
さ
ん（　

歳
）

７３

　
　
　

ヱ
イ
さ
ん（　

歳
）

７１

住
所
／
山
形
字
松
森

沢井字打出

小林　　晃さん（２１歳）

永沼美智子     ちゃん
み ち こ

山形字兎田　　　　　　　　　
一さん・清子さんの長女　　　
平成１２年４月２４日生まれ　　
「いつも明るい、優しい子でい
てネ！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



石
川
町
民
の
歌
の
作
曲
者

町
民
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

郡山市 岡部富士夫さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

千
葉
県
の
北
、
新
東
京
国
際
空
港
に

隣
接
し
、
町
の
中
央
部
を
東
関
東
自
動

車
道
が
、
そ
の
北
側
を
国
道　

号
が
東

５１

西
に
横
断
し
て
い
る
、
人
口
約
１
万
３

千
人
の
香
取
郡
大
栄
町
で
す
。
平
坦
で

の
ど
か
な
水
田
と
畑
が
広
が
り
、
全
世

帯
の
半
数
近
く
が
農
家
で
す
。
近
年
は
、

空
港
に
ア
ク
セ
ス
す
る
交
通
網
の
整
備

に
よ
り
、
工
業
団
地
の
進
出
や
住
宅
造

成
な
ど
都
市
化
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
落
花
生
が
特

産
品
と
し
て
知
ら
れ
、
川
魚
料
理
が
豊

富
で
鯉
の
甘
露
煮
、
小
魚
の
す
ず
め
焼

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

４０

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

水
も
空
気
も
き
れ
い
な
豊
か
な
自
然

と
、
何
よ
り
地
域
の
人
々
の
人
情
が
厚

く
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
嫁
い

だ
当
時
は
、
交
通
の
便
が
悪
く
、
言
葉

も
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
今
で
は
居
心
地
よ
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

広
報
無
線
が
聴
こ
え
る
よ
う
に
対
応

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小豆畑知矢    ちゃん

と も や

山形字大下　　　　　　　　　
則雄さん・順子さんの長男　　
平成１２年４月９日生まれ　　　
「たくましく、優しい子に育っ
てネ！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲学生によるオーケストラのようす
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曲
木
字
先
達

佐
藤
は
る
子
さ
ん千葉県香取郡大栄町千葉県香取郡大栄町

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か　

　

昭
和　

年
４
月
、
南
町
の
鹿
岡
産
婦
人
科
医
院
で
生
ま
れ
ま

２２

し
た
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

父
（
俊
夫
）
の
作
詞
と
と
も
に
、
石
川
町
民
の
歌
に
入
選
し

た
こ
と
や
、
福
島
国
体
の
と
き
式
典
音
楽
を
担
当
し
、
石
川
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
た
こ

と
な
ど
…
。

　

実
際
に
石
川
町
に
住
ん
だ
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も

の
頃
は
、
よ
く
父
の
実
家
（
双
里
）
に
遊
び
に
来
ま
し
た
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
音
楽
科
で
、
作
曲
法
や
指
揮
法
、

管
弦
楽
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
分
野
で
あ
る

作
曲
活
動
の
他
に
、
ア
マ
デ
ウ
ス
室
内
管
弦
楽
団
や
郡
山
女
声

合
唱
団
の
常
任
指
揮
者
、
郡
山
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
共
に
音
楽
を
創
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文

化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鑑
賞
を
通
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
広
め

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

自
由
民
権
発
祥
の
地
と
し
て
の
印
象
が
深
く
、
自
由
で
団
結

心
の
強
い
町
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
で
も
珍
し
い
、
町
民
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
文
化
の
ま
ち
「
石
川
」
を
大
い
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
石
川
町
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
の
素
晴
ら
し
い
音
楽

ホ
ー
ル
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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合
併
に
よ
っ
て
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
的
に
活
用
し
た
り
、
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
り
、

専
門
的
な
職
員
の
確
保
が
可
能
と
な

る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、「
周
辺
部
が
さ
び
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」「
地
域
の

独
自
の
文
化
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
？
」
と
い
っ
た
不
安
を
持
つ
人

も
い
ま
す
。

　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

み
な
さ
ん
が
、
合
併
に
つ
い
て
話
し

合
う
中
で
十
分
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

合併のメリット
デメリット

子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
が
参
加
す
る

地
域
を
あ
げ
た
収
穫
祭
の
実
現
を

中
村　

幹
雄
さ
ん
●

さ
ん
●
塩
沢
字
竹
ノ
内

▲集落営農に取り組む塩沢地区

▲禿山で行われるつつじまつり

る
よ
う
な
収
穫
祭
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
多
く
の
人
々
の
理

解
・
協
力
が
必
要
で
、
地
域
を
あ
げ
た

取
り
組
み
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、農
業
に
は
長
年
培
っ
た
知
識
・

経
験
が
必
要
で
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
改
良
普

及
所
の
よ
う
な
専
門
職
員
が
石
川
町
に

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
石
川
町
は
空
港
騒
音
、
ご

み
処
理
等
な
ど
、
あ
ま
り
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
さ
れ
な
い
も
の
が
多
い
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
須
賀
川
、
郡
山
等
に

も
近
く
恵
ま
れ
た
地
域
な
の
で
、
空
港

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め
、
収
入

を
生
み
出
し
、
支
出
を
抑
制
す
る
町
政
、

町
民
の
目
に
見
え
る
予
算
の
有
効
活
用

に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

農
業
事
情
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
兼
業
農
家
が
増
え
、
担
い
手
の
問

題
等
も
あ
り
ま
す
が
、
石
川
町
の
産
業

は
農
業
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
原
点
を

農
業
と
考
え
る
時
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
参
加
で
き
、
学
び
・

教
え
あ
え
る
農
業
体
験
、
収
穫
し
た
も

の
は
地
元
で
消
費
（
地
産
地
消
）
で
き

集
落
営
農
事
業
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
農
家
が
特
色
を
出
し
合
い
、「
安
心
、

安
全
、
顔
の
見
え
る
」
農
作
物
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
豆
づ
く
り
か
ら
の
味
噌
、

あ
ん
ぽ
柿
、
そ
ば
等
、
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
農
業
委

員
も
務
め
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

小
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
ま

た
、
禿
山
の
つ
つ
じ
。
昨
年
か
ら
地
区

を
あ
げ
て
で
始
ま
っ
た「
つ
つ
じ
祭
り
」

は
、
町
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
盛

会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
誘
客
す
る
た
め

の
課
題
な
ど
も
見
え
、
今
後
、
保
全
・

整
備
し
て
い
く
必
要
性
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

ミ
ニ
き
ゅ
う
り
、
稲
作
が
中
心
で
、

米
づ
く
り
は
数
年
前
か
ら
直
播
（
じ
か

ま
き
）
を
導
入
す
る
な
ど
農
業
一
筋　
４０

年
で
す
。
ミ
ニ
き
ゅ
う
り
は
、
契
約
先

を
通
し
て
首
都
圏
や
ス
ー
パ
ー
、
生
協

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

塩
沢
地
区
の
農
家　

戸
余
り
、　

人
で

５０

１６
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其
表
従
来
月
十
八
日
、
日
町
相
立
候

　

歟
、
因　

馬
之
儀
承
候
、

　

文
意
は
、そ
ち
ら（
石
川
）は
今
月（
９

月
）　

日
か
ら
「
日
町
」
を
立
て
る
の

１８

で
す
か
。
こ
れ
に
よ
り
馬
の
こ
と
は
承

知
し
ま
し
た
、
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

問
題
は
「
日
町
」
で
す
。
こ
れ
を

「
ひ
ま
ち
」
と
読
み
、
お
日
待
の
こ
と

と
解
釈
す
れ
ば
神
社
の
例
祭
に
な
り
ま

す（『
国
史
大
辞
典
』）。　

日
は
町
の
祭

１８

日
と
一
致
し
ま
す
。
祭
礼
と
深
く
関
わ

る
領
主
昭
光
の
姿
が
推
測
で
き
ま
す
。

　

書
状
は
続
け
て
、
良
い
馬
が
手
に
入

ら
な
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
昭

光
が
政
景
に
馬
の
入
手
を
頼
ん
だ
の
で

し
ょ
う
。
祭
礼
と
馬
の
関
係
は
不
明
で

す
が
、
昭
光
が
新
し
い
馬
に
乗
っ
て
御

輿
に
随
行
し
た
の
か
、 
流
鏑
馬 
に
用
い

や
ぶ
さ
め

た
の
で
し
ょ
う
か
。
想
像
が
ふ
く
ら
み

ま
す
。

祭
礼
伝
説

　

伝
説
で
は 
御  
輿 
が
山
を
下
り
て
町
内

み 

こ
し

を
練
り
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
と
き
は
平

安
時
代
の
半
ば
過
ぎ
、
石
川
氏
の
始
祖

源
有
光
が
高
田
山
に
三
芦
城
を
築
い
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
里
人
に
祀
ら

れ
て
い
た
神
社
が
城
内
に
取
り
込
ま
れ

て
参
拝
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
年

に
一
度
麓
に
下
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

三
芦
城
築
城

の
と
き
、
神
社

は
一
時
対
岸
の

五
里
石
に
移
さ

れ
、
築
城
後
も

 
祀 
ら
れ
ま
し
た
。

ま
つそ

れ
が
近
津
神

社
の
始
ま
り
と

73

編
纂
室
だ
よ
り 

　

石
都
々
古
和
気
神
社
の
例
大
祭
は
毎
年
９
月　

日
を
中
心
に
盛
大
に
行
わ
れ
、

１８

町
民
の
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
祭
礼
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た

か
は
、
意
外
に
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
御
輿
の
石
川
６
町
（
古
・

馬
場
・
荒
・
南
・
新
・
北
町
）
渡
御
が
宝
暦
７
年
（
一
七
五
七
）
か
ら
始
ま
っ

た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
（
本
紙
・
平
成
９
年
８
月
号
）。

い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、石
都
々

古
和
気
神
社
と
近
津
神
社
の
祭
神
は
同

じ 
味　

高
日
子
根
命 
で
す
。

あ
じ
す
き
た
か
ね
ひ
こ
の
み
こ
と

石
川
昭
光
の
兄
の
手
紙

　

伝
説
は
別
に
し
て
、
史
実
と
し
て
祭

礼
は
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
古
文
書

の
一
つ
に
、「 
留  
守 
政

る 

す

ま
さ

   
 
景 
書
状
写
」
が
あ

か
げ

り
ま
す
。
日
付
は
８
月　

日
、
宛
先
は

２４

石
川
殿
で
す
。
年
代
は
書
状
の
内
容
に

よ
り
天
正　

年
（
一
五
八
四
）
と
推
定

１２

で
き
、
石
川
殿
は
城
主
石
川
昭
光
で
す
。

　

留
守
政
景
は
伊
達
晴
宗
の
子
で
昭
光

の
兄
で
す
。
は
じ
め
政
景
が
石
川
氏
の

養
子
に
な
る
予
定
で
し
た
が
、
急
に
留

守
氏
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
代

わ
っ
て
昭
光
が
石
川
家
に
入
り
ま
し
た

（
小
林
清
治
氏
に
よ
る
）。書
状
の
中
に

次
の
文
言
が
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
町
の
祭
礼

５
月　

日
�

１７

　

山
橋
地
区
公
民
館
事
業
に　

人
の
児
童

１９

が
参
加
し
、「
や
ま
は
し
お
も
し
ろ
探
検
」

と
題
し
て
、
地
区
の
名
所
旧
跡
訪
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
み
は
、「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
所
を
知
っ
て
も
ら
い
、
良
さ
を
再
認
識

さ
せ
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
」
と
職
員

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
日
を
通
し
て
の
探
検
で
、
お
も
し
ろ

い
と
こ
ろ
を
数
多
く
発
見
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。

５
月　

日
�

３１

　

野
木
沢
地
区
公
民
館
事
業
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
挑
戦
」
に　

人
の
児
童
・
大

１２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

指
導
者
か
ら
ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

６
月　

日
�

１４

　

中
央
公
民
館
事
業
「
町
の
史
跡
と
文
化

財
巡
り
」
に
児
童　

人
が
参
加
し
、
大
壇

３３

古
墳
・
鳥
内
遺
跡
・
悪
戸
古
墳
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

悪
戸
古
墳
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味

深
げ
に
石
室
内
を
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
民
館
に
戻
り
、
古
墳
か
ら

出
土
し
た
石
器
や
矢
じ
り
の
説
明
を
聴
き
、

さ
ら
に
古
代
に
対
す
る
興
味
・
関
心
、
知

識
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　完全学校週５日制実施により、子
どもたちが週末に家庭や地域で過ご
す時間が増えてきています。そこで、
今年度も子どもたちが豊かな体験が
できるよう教育委員会、公民館等で
週５日制対応事業を実施します。

チ
ャ
レ
ン
ジ
子
ど
も
教
室

の
ぎ
さ
わ
少
年
体
験
塾

▲留守政景書状写

ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
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が
お
か
し
く
な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
装
着
し
な
い
で

眼
科
医
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
装
着
す

る
前
に
破
損
、
キ
ズ
、
汚
れ
を
目
視
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
破
損
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
の
装
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

●
こ
す
り
洗
い
が
重
要

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
ト
ラ
ブ
ル
の

最
大
原
因
は
レ
ン
ズ
の
汚
れ
で
す
。
つ

け
お
き
洗
浄
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

こ
す
り
洗
い
よ
り
も
洗
浄
効
果
は
劣
り

ま
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
汚
れ
や

す
い
人
は
こ
す
り
洗
い
を
併
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
眼
科
医
に
よ
る
処
方
と

　

定
期
検
査
が
大
切

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
使
用
法
を
誤

る
と
重
い
眼
障
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
医
療
用
具
で

す
。
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
は
、
眼

科
医
に
目
の
状
態
に
合
っ
た
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
を
処
方
し
て
も
ら
い
、
指
導

さ
れ
た
使
用
方
法
を
守
り
、
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
く
、
調
子
よ
く
使
用

し
て
い
て
も
、
目
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
、
徐
々
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
特
に
異
常
を
感
じ
な
く
て
も

３
カ
月
ご
と
の
定
期
検
査
を
必
ず
受
け

ま
し
ょ
う
。
軽
症
の
段
階
で
発
見
し
、

適
切
な
対
応
を
す
れ
ば
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
に
よ
る
重
い
眼
障
害
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
異
常
を
感
じ
た
ら

　

す
ぐ
に
眼
科
医
の
診
察
を

　

毎
日
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
装
着

す
る
前
に
目
や
に
や
充
血
は
な
い
か
、

装
着
後
も
異
物
感
が
な
い
か
、
見
え
方

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

掃
除
機
を
使
用
す
る
際
に
は
、
集

塵
袋
の
手
入
れ
等
に
心
が
け
、
効
率

的
な
使
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

９
月　

日
〜　

日
は
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
で
す
。

２１

３０

期
間
中
は
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
と
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
」
の
二
つ
を
全
国
的
な
重
点
事
項
と
し
て
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
交
通
事
故
防
止
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

掃
除
機
を

効
率
的
に

使
用
し
ま
し
ょ
う

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

あ
な
た
の
安
全
運
転
、再
点
検
し
ま
せ
ん
か
？

　
　

増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
ええええええええええええええええええええ
てててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

え
て
い
ま
す
！

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ララララララララララララララララララララ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
のののののののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故

　
　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

　

高
齢
者
（　

歳
以
上
）
の
死
亡
交
通

６５

事
故
の
原
因
で
一
番
多
い
の
は
、
歩
行

中
に
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
で
す
が
、
自

動
車
乗
車
中
の
事
故
が
そ
れ
に
次
い
で

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
傾
向
を

み
る
と
、
歩
行
中
の
事
故
で
亡
く
な
る

高
齢
者
の
数
が
横
ば
い
な
の
に
対
し
、

自
動
車
乗
車
中
の
事
故
で
亡
く
な
る
高

齢
者
の
数
は
年
々
増
え
て
い
る
の
で
す
。

　
　

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ララララララララララララララララララララ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
のののののののののののののののののののの

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
をををををををををををををををををををを
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
しししししししししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううう

　
　

運
転
特
性
を
理
解
し
よ
う

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
増
え
て

い
る
背
景
に
は
、
社
会
の
高
齢
化
の
進

展
と
と
も
に
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
も

う
一
つ
、
高
齢
者
自
身
の
身
体
機
能
の

変
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
視
力
や
反
射

神
経
、
判
断
力
、
集
中
力
、
体
力
な
ど

は
次
第
に
低
下
し
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
運
転
に
必
要
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、
正
確
に
選
択
判
断
し
、
運
転
操
作

す
る
と
い
う
安
全
運
転
の
基
本
が
で
き

に
く
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
　

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
でででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききき
てててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

安
全
運
転
で
き
て
い
る
か

講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
なななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
でででででででででででででででででででで
チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
クククククククククククククククククククク
をををををををををををををををををををを

　
　

講
習
会
な
ど
で
チ
ェ
ッ
ク
を

　

自
分
で
は
安
全
運
転
し
よ
う
と
思
っ

て
い
て
も
、
そ
う
し
た
行
動
が
で
き
な

け
れ
ば
、
思
わ
ぬ
結
果
を
招
い
て
し
ま

い
ま
す
。

　

自
動
車
事
故
か
ら
自
分
を
守
り
、
第

三
者
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ま

ず
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
自
分
の

年
齢
層
の
運
転
特
性
を
理
解
し
、
自
分

自
身
の
安
全
運
転
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
警
察
署
な
ど
で

は
、
定
期
的
に
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
、
参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
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になる
いい話。 

　

母
乳
や
哺
乳
瓶
か
ら
卒
業
す
る
時
期

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

母
乳
の
栄
養
価
か
ら
考
え
る
と
７
〜

８
カ
月
く
ら
い
す
る
と
、
低
く
な
っ
て

き
ま
す
が
、
む
し
ろ
親
子
の
絆
、
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
の
意
味
で
１
歳
く
ら
い
ま
で

は
、
母
乳
（
哺
乳
瓶
）
は
大
切
な
役
割

が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

１
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
乳
児
か
ら
幼
児
へ

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
扱
い

か
ら
の
卒
業
と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
母
乳
や
哺
乳
瓶
か
ら

の
卒
業
で
す
。

　

ま
た
、
周
り
の
人
の
や
っ
て
い
る
こ

と
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
、
食
べ
物
に

対
す
る
興
味
が
わ
い
た
り
、
食
べ
方
を

覚
え
る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分

で
食
べ
る
こ
と
や
箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど

に
関
心
を
示
し
、
ま
わ
り
の
お
手
伝
い

を
嫌
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
ぼ
し

た
り
、
あ
ま
り
口
に
入
ら
な
か
っ
た
り

と
、
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
練
習
時
期
が
な
い
と
上
手
に
は
な

れ
な
い
の
で
お
手
伝
い
し
す
ぎ
る
の
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
を
持
ち
始
め

た
時
期
が
取
り
組
む
時
期
な
の
で
、
ま

ず
体
験
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
方
、
あ
い
さ
つ
、
か
た
づ
け
な

ど
年
齢
に
あ
っ
た
こ
と
を
徐
々
に
教
え

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 
我
が
子
を
知
ろ
う（
３
） 

『夏ばて』残っていませんか？

９月２５日までに納めましょう

★上記日程に交換できない場合は、該当日程以後に役場国保係窓口で交換し

てください。

★○学 被保険者証の交付を受けている方も交換してください。

★○遠 被保険者証の交付を受けている方は返還してください。なお、引き続き、

被保険者証が必要な方は、役場国保係窓口で手続きをしてください。

★○学 ○遠 被保険者証の交付を受けている方で、学生の方は在学証明書を添付し

てください。ただし、平成１５年４月１日以降に提出した方は、その必要

はありません。

時　　間場　　所対象地区月　　日

午前９時～正午中 央 公 民 館石　川
９月２６日�

午後１時３０分～午後４時山橋地区公民館山　橋

午前９時～正午沢田地区公民館沢　田
９月２９日�

午後１時３０分～午後４時野木沢地区公民館野木沢

午前９時～正午母畑地区公民館母　畑
９月３０日�

午後１時３０分～午後４時中谷地区公民館中　谷　現在、使用されている国民健康
保険証の有効期限は、平成１５年９
月３０日までとなっています。１０月
１日からは新しい被保険者証とな
ります。
　今、お使いの被保険者証を持参
の上、必ず交換してください。被
保険者証を紛失された方は、「印か
ん」を持参してください。

●国民健康保険被保険者証の交換日程

国民健康保険　国民健康保険
被保険者証を　被保険者証を
交換しましょう　交換しましょう！！

　朝夕過ごしやすい時期になりましたが、夏を過ぎても
“だるい”、“疲れやすい”、“食欲がない”、“睡眠不足”などの
症状があると「夏ばて」になっているかも知れません。
　夏ばてを、早目に回復する食事についてまとめてみました。

●１日３食、主食・主菜・副菜と、多くの食材で彩りのある食事●１日３食、主食・主菜・副菜と、多くの食材で彩りのある食事
を心がける。を心がける。

●酸味（レモン汁、酢など）、香辛料（こしょう、七味、さんしょ●酸味（レモン汁、酢など）、香辛料（こしょう、七味、さんしょ
うなど）を使って食欲を引き出す。うなど）を使って食欲を引き出す。

●消化、吸収を助けるビタミンＢ１を含む食品（玄米、豚肉、●消化、吸収を助けるビタミンＢ１を含む食品（玄米、豚肉、
うなぎ、大豆、にんにく、ねぎ類など）を積極的に食べる。うなぎ、大豆、にんにく、ねぎ類など）を積極的に食べる。

●水分補給は、水やお茶で少しずつ。清涼飲料（イオン飲料含●水分補給は、水やお茶で少しずつ。清涼飲料（イオン飲料含
む）、炭酸飲料、アルコールは控えめに。む）、炭酸飲料、アルコールは控えめに。

●旬の野菜をたっぷり食べてからだを元気に、高血圧やむ●旬の野菜をたっぷり食べてからだを元気に、高血圧やむ
くみも解消。くみも解消。

●よくかんで、ゆっくり楽しく食べて、胃液の●よくかんで、ゆっくり楽しく食べて、胃液の
分泌を良くする。　分泌を良くする。

そうめんだけだと、 
ビタミン、ミネラル 
不足で食欲が 
なくなるのよネ！ 
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募
　
集 

相
　
談 

h
ttp
://w
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w
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fukushim
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l/

F
メ
ー
ル
 

て
も
、「
労
働
局
長
の
助
言
・
指
導
」
や

「
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ

ん
」
に
よ
り
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
に

向
け
て
、
無
料
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の
方

な
ど
、
お
気
軽
に
お
近
く
の
「
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

●
相
談
先

　

郡
山
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

〒
９
６
３
�
８
０
２
５

　

郡
山
市
桑
野
２
�
１
�　
１８

　

郡
山
労
働
基
準
監
督
署
内

　

�
０
２
４
�
９
２
２
�
１
３
７
０

　

６
月
号
に
綴
り
込
ん
で
あ
り
ま
し
た
、

「
キ
ラ
ラ
直
通
便
」
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？

　

み
な
さ
ん
が
町
政
に
対
し
て
の
様
々

な
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ

を
通
し
て
お
聴
き
す
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

�
２
６
�
２
１
１
２

キ
ラ
ラ
直
通
便
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

�
さ
く
ら
荘
�全
室
に

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
設
置

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
さ
く
ら
荘
」

は
、
開
設
し
て　

年
目
を
迎
え
て
い
ま

１０

す
。

　

開
設
当
初
は
、
自
然
空
調
で
過
ご
せ

た
た
め
、
冷
房
装
置
を
設
置
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
温
暖
化
な

ど
に
よ
っ
て
、
夏
季
に
は
室
温　

℃
に

３０

な
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
寄
附
金
付
郵
便
葉
書
等
の

事
業
の
補
助
を
得
て
、
全
室
に　

基
の

２４

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。

　

快
適
な
生
活
環
境
の
な
か
で
、
利
用

者
が
過
ご
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

▼
不
動
産
に
関
す
る
相
続
・
遺
言
・
贈

与
・
信
託
・
財
産
処
分
・
財
産
管
理
問

題
等
▼
福
祉
問
題
等

●
相
談
員

　

福
島
県
司
法
書
士
会
員
ほ
か

　

高
齢
者
等
の
財
産
と
福
祉
な
ど
に
つ

い
て
、
電
話
及
び
面
接
に
よ
る
相
談
会

を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年
９
月　

日
�
〜　

日
�

１５

１３

１４

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

●
相
談
電
話

　

０
２
４
�
５
３
３
�
５
６
７
８

●
面
接
会
場

　

福
島
県
司
法
書
士
会
館

　

福
島
市
新
浜
町
６
�　
２８

　

�
０
２
４
�
５
３
４
�
７
５
０
２

●
相
談
内
容

　
　

月
１
日
に
平
成　

年
住
宅
・
土
地

１０

１５

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
住
宅
・

土
地
に
関
す
る
大
切
な
統
計
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
、

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の

住
宅
建
設
計
画
、
都
市
計
画
、
環
境
整

備
計
画
な
ど
、
国
や
自
治
体
が
国
民
の

生
活
環
境
の
整
備
を
お
こ
な
う
た
め
の

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
お
宅
に
は
、
９
月
下
旬

に
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
調
整
課
企
画
係

　

�
２
６
�
９
１
１
２

　

福
島
労
働
局
で
は
「
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
県
内
５
カ
所
に
設
置
し
、

労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

つ
い
て
、
労
働
者
・
事
業
主
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関
し

　

月
１
日
に

１０平
成　

年
住
宅
・
土
地

１５

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

第
７
回
高
齢
者
等
の

財
産
と
福
祉
を
め
ぐ
る

相
談
会

開設時間電話番号名　　称

平　日
９：００～１７：００

�０２４－５３３－９１１０
�０２４－５３４－９１１０

警察安全相談
（警察相談センター）

平　日
９：００～１７：００

�０２４－５３６－４１４１ヤングテレホン

平　日
９：００～１７：００

�０１２０－７９５１１０いじめ１１０番

平　日
９：００～１７：００

�０１２０－５０３７３２性犯罪被害１１０番

被害相談窓口をご利用下さい



17広報いしかわ　９月号

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

桑　

澤　

房　

二 

北　

山

石　

井　

律　

子 

棚
倉
町

福　

田　

量　

次 

湯
郷
渡

宮　

川　

尚　

子 

東
京
都

荻　

野　

雄　

一 

鹿
ノ
坂

遠　

藤　

知　

恵 

古　

館

鈴　

木　

忠　

男 

沢　

井

永　

山　

律　

子 

須
賀
川
市

矢　

内　

寛　

美 

松
木
下

加　

藤　

美　

保 

宮
城
県

9・10月 

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

小　

川　
　

勝　
 

南　

町

瀬　

谷　

ツ　

ネ 

中　

田

遠　

藤　

昌　

男 

立
ヶ
岡

遠　

藤　

泰　

雄 

沢　

井

堀　

井　

保　

造 

赤　

羽

橋　

本　

文　

男 

山　

形

中　

塚　

一　

壽 

塩　

沢

齋　

藤　

和　

代 

立
ヶ
岡

太　

樂　

ア　

サ 

板　

橋

佐　

藤　

ハ
ル
イ 

中　

野

林　
　
　

四　

男 

立
ヶ
岡

橋　

本　
　

實 

双　

里

添　

田　

タ
ツ
ヨ 

北
山
形

宮　

本　

和　

枝 

下　

泉

八　

木　

正　

一 

塩
ノ
平

小
豆
畑　

キ　

ヨ 

沢　

井

添　

田　

ハ　

ツ 

中　

野

　
　

田　

サ　

ヨ 

大
字
新
屋
敷

９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月９月 SSSSSSSSSSeeeeeeeeeepppppppppptttttttttteeeeeeeeeemmmmmmmmmmbbbbbbbbbbeeeeeeeeeerrrrrrrrrr　September

老人福祉センター
町民グラウンド

町民グラウンド
クリスタルパーク・石川

町民グラウンドほか
老人福祉センター

町民グラウンド
クリスタルパーク・石川
町民グラウンド
役場宿直室

心配ごと相談（午前１０時～）
ＪＡゲートボール大会

空の日
空の旬間（～３０日）
動物愛護週間（～２６日）
第７回クリスタル杯ソフトボール大会（～２１日）
第１５回福島県中学生ハンドボール大会（～２１日）
秋の全国交通安全運動（～３０日）

結核予防週間（～３０日）
中体連新人戦
心配ごと相談（午前１０時～）

石川郡実年ソフトボール大会
新田区区民スポーツ大会
石川地方老人クラブ連合会ゲートボール大会
交通事故巡回相談（午前１０時～）

水

木
金
土

日
月
火
水
木
金
土
日

月
火

１７

１８
１９
２０

２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８

２９
３０

１１１１１１１１１１００００００００００月月月月月月月月月月１０月 OOOOOOOOOOccccccccccttttttttttoooooooooobbbbbbbbbbeeeeeeeeeerrrrrrrrrr　October

母畑レークサイドセンター
町民グラウンドほか
町民グラウンド
学石前～新町
老人福祉センター

町民グラウンド
町民グラウンド
クリスタルパーク・石川
母畑レークサイドセンター

麻薬・覚せい剤乱用防止運動（～１１月３０日）
共同募金運動（～１２月３１日）
法の日・「法の日」週間（～７日）
全国労働衛生週間（～７日）

スターライトフェスティバル（～５日）
中体連新人戦県南大会（～５日）
協会杯野球大会
交通安全・防犯運動鼓笛隊パレード
心配ごと相談（午前１０時～）

全国地域安全運動（～２０日）
小学生駅伝競走大会
双里区民スポーツ交歓会
若鷲旗争奪石川の甲子園大会（ソフトボール）
母衣旗まつり
母畑湖畔ロードレース大会 
体育の日
４０歳からの健康週間（～２０日）

水

木
金
土
日
月
火…

土

日

月

火

１

２
３
４
５
６
７…

１１

１２

１３

１４

（平成１５年７月１日～７月３１日まで届出分　敬称略）

カ
ッ
プ
ル
誕
生

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

〔〔〔

〔

〔 　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

二
瓶　

陽
大

    

（
徹　

也
・　

恵　

）
中　

野

よ
う
だ
い

中
井
香
奈
恵

     

（
一　

美
・
美
奈
子
）
屋
敷
入

か

な

え

荒
川　
　

渚
   

（　

勝　

・
祐　

子
）
渡
里
沢

な
ぎ
さ

大
串　

海
斗

    

（　

隆　

・
美
沙
子
）
北　

山

か

い

と

田
口　

紘
裕

    

（
優　

一
・
か
つ
み
）
立
ヶ
岡

こ
う
す
け

星　
　

将
徳

    

（
幸　

志
・
和　

世
）
下　

泉

ま
さ
の
り

荒
川　

竜
輝

    

（
幸　

徳
・
千　

春
）
下　

泉

た

つ

き

添
田　

琴
美

    

（
愼
一
郎
・
ヤ
ス
子
）
山　

形

こ

と

み

三
森
奈
々
美

     

（
信　

由
・
祐　

希
）
新
屋
敷

な

な

み



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第198回● 
南山形小学校 

　今年で創立130周年を迎えます。豊かな自然と様々な花に囲まれ、
50人の子どもたちが「輝く目　いきいきと」をスローガンに元気に活動
しています。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　8月から9月にかけて、本州、四国、九州の山地の湿った
場所に生えます。高さは80～100ｃｍになり、茎は直立す
るがのちに一方に傾き、花は鐘形で下向きになり5個のが
く片があります。 

（ソバナ：キキョウ科） 

　新田保育所に通う、佐伯凌さん（中央）と祖
父の実さん（右）、祖母のヤス子さん（左）です。 

19,296人（－23） 

（  ）内前月比 

●8月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,429人（－11） 
9,867人（－12） 
5,602戸（－　2） 

　この広報紙が、お手元に届いているころは、町議
選の結果が出たころかと思います。みなさんが、
どなたに投票して当落したかは別として、町民の
代表１８人のがんばりに期待します。本町の情勢は
厳しいものがあり、保育所再編をはじめ、さまざま
な行財政改革が強く求められています。以前に比
べて、職員の意識はもちろんのこと、町民のみな
さんの理解と協力なくして、石川町の明日は見え
てこないでしょう。合併しかり、石川町民がリーダ
ーとなり、当地方等をリードしていきましょう。 

 （迎　茂城） 

「ダイナミックワールド」 

「未来のぼく～自衛隊～」 

須藤 香織さん(4年)
かおり 

板橋 友宏さん(5年)
ともひろ 

「ダイナミックのとびら
を開くと、ダイナミック
な世界へタイムスリップ
します。キレイな花びら
と、大きなくきで、キラ
キラ光っています。」 

「“自衛隊”になりたい、という思いを込めて作りました。ぼくが
ガンを持っている所や飛行機の赤や青の模様を見てほしいです。」 

「未来のぼく～プロ野球選手・小松～」 

小松 恭輔さん(6年)
きょうすけ 

「“小松のスーパーファインプレー！”そんなアナウンスが将来、横浜スタジ
アムにひびくはず。そんな日を夢見て、今日もぼくは、ノックの練習をします。」 
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